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藤

原

定

家

の

仮

名

遣

に

つ

い

て

大

野

ヨE.
日

藤
原
定
家
の
仮
名
遣
に
つ
い
て、

筆
者
は
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
の
「
国
語

と
国
文
学
」

に、
「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」

と
し
て

発
表
し
た
と
と
が
あ

る
。

当
時
は
資
料
の
関
係
も
あ
っ

て、

発
表
を
控
え
た
と
と
ろ
が
あ
っ
た
の

で、

ζ
と
に
そ
の
一

部
を
新
た
に
発
表
し
た
い
。

乙
と
で
追
加
発
表
し
た
い
の
は
付
藤
原
定
家
の
仮
名
遣
に
お
け
る
片
仮
名
の

仮
名
遣、

∞
下
官
集
の
諸
本、

白
定
家
の
仮
名
遣
の
成
立
期
の
三
点
で
あ
る。

一

片
仮
名
に
お
け
る
定
家
の
仮
名
遣

前
稿
に
お
い
て
私
は
片
仮
名
に
お
け
る
定
家
の
仮
名
遣
の
状
況
に
つ
い
て
は

留
保
し
て
お
い
た。

し
か
し、

藤
原
兼
冬
が
影
写
し
た
定
家
の
「
源
氏
物
語
奥

入
」

の
影
写
本
(
高
野
斑
山
氏
旧
蔵
本〉

に
よ
れ
ば、

漢
文
の
引
用
の
傍
訓
が

か
な
り
多
く、

そ
の
中
に
は、

与
(
ヨ
)
、

ア
(
ミ)
、

七
(
サ)、

ロ

(
ワ)
、

爪
(
ス
)

な
ど
の
古
体
の
片
仮
名
が
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
て
い
て、

本
文
の
忠
実

な
伝
写
を
想
定
で
き
る
と
恩
わ
れ
る
が、

そ
の

中
で

片
仮
名
の
部
分
を
見
る

と、

次
の
よ
う
な
例
外
が
あ
る。

奥
入
の
表
記

オ
フ
ト
(
夫)

ヲ
チ
ナ
ム
ト
(
損)

オ
リ
(
処)

を
り
(
居)

オ
ハ

リ
(
終)

を
は
り
(
終)

ヲ
ソ
ル
(
怖)

お
そ
る
(
怖)

ヲ
サ
ム
(
治)

お
さ
む
(
治〉

ヲ
ソ
ル
ル
(
怖)

お
そ
る
(
怖)

ヲ
サ
メ
(
叡)

お
さ
め
(
治)

ツ
ヒ
ニ

(
遂)

つ
ゐ
に
(
遂
に)

ツ
ヒ
ニ

(
卒)

つ
ゐ
に
(
遂
に)

ツ
イ
(
寛)

つ
ゐ
に
(
遂
に)

ツ
イ
ニ

(
遂〉

つ
ゐ
に
(
遂
に)

ま
た、

奥
儀
抄
巻
余
(
呉
文
嫡
氏
所
蔵)

に
よ
る
と

ヲ
サ
(
治)
、

ヲ
コ
(
行)、

ヲ
コ
シ
(
発
言)
、

ヤ
シ
O
ヲ
リ
(
八
阻
酒)、

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
(
八
岐
大
蛇)
、

ワ
サ
ヲ
キ
(
俳
優)
、

オ
ホ
カ
ヒ
(
大

峡)

の
ど
と
く
で
あ
る。

乙
の
中
で
は、

ヲ
サ
(
治)
、

ヲ
コ
シ

(
発
言)

の
ヲ
が

例
外
と
な
る。

こ
れ
に
よ
れ
ば、

定
家
が
仮
名
遣
と
し
て
問
題
に
し
て
い
た
の
は
平
仮
名
の

定
家
の
平
仮
名
表
記

を
ふ
と
(
夫)

お
ち
(
落)



藤原定家の仮名遣について

世
界、

和
歌
・

物
語
の
世
界
で、

片
仮
名
の
世
界
は
仮
名
遣
を
問
題
に
し
な
か

っ
た
ら
し
い
と
い
う
乙
と
に
な
る。

資
料
が
未
だ
少
い
が、

こ
の
こ
と
は、

仮

名
遣
の
起
源
を
考
え
る
上
で
種
々
の一
示
唆
を
与
え
る
事
実
な
の
で、

ま
ず
ζ
れ

ま
で
の
調
査
の
結
果
を
報
告
し
て
お
く。

ニ

下
官
集
の
諸
本

次
に、

下{
呂
集
の
諸
本
に
つ
い
て
記
す
乙
と
と
す
る。

下
宮
集
は、

定
家
仮

名
遣
に
つ
い
て
定
家
自
身
が
書
い
た
と
恩
わ
れ
る、

唯
一

の
仮
名
遺
書
で
あ
っ

て、

そ
の
本
文
批
判
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

そ
れ
は
仮
名
遣
が、

一

字
一

語

を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら、

伝
写
の
悶
の
誤
謬
が
大
き
い
意
味
を
持
つ

の
で
あ
る。

よ
っ
て、

こ
れ
ま
で
に
偶
目
し
た
下
官
集
の
諸
本
に
つ
い
て、

次

に
記
す。

付
定
家
本
(
大
東
急
文
庫
本、

橋
本
研
一

氏
所
蔵
本)

は
じ
め
に
「
三
義
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」

と
あ
り、

末
尾
に
「
此
一

巻
堀
尾

出
雲
守
所
持
也、

関
覧
多
幸
之
余、

令
書
潟
了。

慶
長
八
年
卯
月
廿
五
日

信

号J
」

と
あ
り、

さ
ら
に、
「
井
上
箆
寿
鋭
」

と
あ
る。

摺
本
一

帖
で
あ
る。

本
文
の
題
祭
に
あ
た
る
所
に
「
僻
案
」

と
あ
る。

ζ
れ
は
次
に
述
べ

る
為
家

本
に
も
あ
る
も
の
で、

本
来
の
名
称
を
示
す
も
の
と
見
る
べ

く、

そ
の
下
に

「
人
不
用、

又
不
可
用
」

と
あ
る。

こ
れ
ら
の
文
字
は、

以
下
の
内
容
に
対
す

る
定
家
の
考
え
方
を
示
す
重
要
な
文
字
で
あ
る。

乙
の
定
家
本
の
文
字
は、

自

筆
の
明
月
記
・

熊
野
御
幸
記
等
の
文
字
と
同
一

と
認
め
ら
れ、

欄
外
の
頭
注
の

書
き
方、
本
文
へ
の
書
込
み
な
ど、
定
家
自
筆
の
本
を
臨
模
し
た
も
の
と
見
て
差

支
え
な
さ
そ
う
で
あ
る。

関
係
あ
る
諸
本
を
調
査
し
た
結
果
は、

乙
の
本
の
原

本
は、

諸
本
の
祖
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。

た
だ、

下
宮
集
諸
本
を
校
合
し

て
み
る
と、

こ
の
模
本
は

「
と
へ
問
答

と
た
へ
て

お
も
へ
ば
」

の
一

行
を

写
し
落
し
て
い
る
ら
し
く
恩
わ
れ
る。

ζ
れ
は、

不
思
議
な
の
で
あ
る
が、

ζ

の
定
家
本
と
同
じ
原
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
と
判
断
さ
れ
る
為
家
本
や、

南
北

朝
書
写
の
九
条
家
本
下
官
集
以
下
す
べ
て
に
ζ
の
一

行
が
あ
る。

そ
れ
故、

な

お
問
題
と
し
て
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が、

多
分
と
の
一

行
が
脱
落
し
て
い
る
よ

う
に
恩
わ
れ
る。

定
家
本
の
奥
蓄
に
は
「
二
条
中
将
為
衡
朝
臣
筆、

未
被
及
御
覧
候
歎
之
自
存

候、

定
家
卿
筆
仰
候
故
進
上
仕
候、

相
構
而
可
有
御
隠
密
哉
比
興
々
々
」

次
に

「
定
家
卿
真
跡
也

為
衡
朝
臣
進
養
徳
院
畢

伝
領
之
可
秘
(
花
押)
」
と
あ
る。

二
条
中
将
為
衡
と
は
二
条
家
の
正
嫡
で
二
条
為
遠
の
子
で
あ
り、

家
の
文
書

を
相
伝
し
て
い
た
の
で
あ
る。

養
徳
院
と
は
足
利
満
訟。

足
利
義
詮
の
第
二
子

で
応
永
二
十
五
年
(
一

四
一

八
年)

に
死
ん
で
い
る。

右
の
奥
書
の
次
に、

三
条
西
実
隆
の
記
録
が
あ
る。

そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ

る。
「
右
奥
審
判
形
錐
不
知
之、

実
相
院
准
后
義
逐
大
僧
正
歎。

筆
跡
相
似
候

也。

彼
准
后
者、

養
徳
院
贈
左
相
府
鹿
苑
世田
御
舎
弟
権
大
納
言
満
詮
号
小
川
殿
子
息
也。

相
伝
有
其
由
歎。

為
衡
朝
臣
者、

二
条
家
正
流
為
遠
卿
子
也。

家
之
文
書
悉
相

伝
仁。

所
進
養
徳
院、

無
疑
者
乎。

尤
可
秘
蔵
者
也。

亨
線
元
年
後
九
月
廿
八

日

老
前
迫
遥
子
誌
」

つ
ま
り、

ζ
の
定
家
本
は、

二
条
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
り、

三
条
西
実

隆
も
見
た
こ
と
の
あ
る
も
の
で、

そ
れ
が
江
戸
時
代
に
近
衛
信
安
の
自
に
ふ
れ

て
臨
写
さ
れ
た
の
で
あ
る。

こ
の
措
本
の
一

部
が
「
国
語
学」

日悼
の
石
坂
正
蔵

氏
の
論
文
に
写
真
で
掲
出
さ
れ
て
い
る。

∞

為
家
本
(
天
理
図
書
館
所
蔵)

は
じ
め
に
「
書
本
外
題
云

僻

系

議
又
澄
覚
」

と
あ
り、
「
野
中
氏
図
書」

の
印
が
あ
る。

奥
書
に、
「
以
為
家
卿
真
筆

令
書
写
者
也

為
満
(
花
押)
」

と
あ
り、

「
真
筆
無
相
違
一

覧
了

明
和
七
年
夏

澄
覚
」

と
あ
る。

為
満
は

冷
泉
為
満
で
あ
り、

澄
覚
と
は
冷
泉
為
村
で
あ
る。
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と
の
奥
書
に
よ
れ
ば、

為
家
自
筆
の
下
官
集
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

為
満
の
本
の
書
体
は、

前
田
本
大
和
物
語
の
為
家
筆
と
推
測
さ
れ
る
部
分

に
一

脈
通
ず
る
と
乙
ろ
が
あ
る
。

と
れ
も
ま
た
「
僻
案
」

の
名
を
持
ち、

定
家
本
の
持
つ
欄
外
の
書
込
み
は、

そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
所
に
繰
入
れ
て
あ
る
。

も
と
の
本
文
の
書
き
加
え
も
適
宜
置

き
か
え
て
入
れ
て
あ
る
。

と
の
本
は、

定
家
本
が
脱
落
し
て
い
る
一

行
を
持
つ
。

父
定
家
の
著
に
後
人

が
そ
の
三
諮
を
追
加
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
疑
わ
し
い
。

お
そ
ら
く、

は
じ

め
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

ま
た
「
江
」

の
仮
名
の
位
置
や
語
例
を
忠
実

に
写
し
て
あ
る
。

HH

為
相
本
(
橋
本
研
一

氏
所
蔵
本)

題
生障
に
「
和
寄
作
法」

と
あ
る
。

原
本
は
墨
付
二
十
丁
の
粘
綴
装。

奥
書
に

「
本
云

以
家
本
具
書
写
校
合
了

最
可
秘

外
見
者
也

右
近
少
将
藤
原
朝
臣

為
相
自
判」

と
あ
り、

末
尾
に
「
正
平
十
二
年
六
月
十
九
日
書
写」

と
あ
る
。

奥
書
当
時
の
原
本
と
見
ら
れ
る
。

と
の
本
の
重
要
さ
は、

定
家
の
「
僻
案
」

と
「
和
歌
会
作
法
」

と
が
合
綴
さ

れ
て
い
る
点。

及
び、

そ
の
「
和
歌
会
作
法
」

が
治
承
二
年
の
書
写
で
あ
る
乙

と
が
分
る
点。

そ
し
て
こ
れ
が
為
相
に
相
伝
さ
れ
て
い
る
と
と
が
分
る
点
で
あ

る
。乙

の
本
で
は、
「
僻
案
」

が
ま
ず
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
が、

そ
の
内
容
は、

写
し
の
忠
実
さ
に
お
い
て
多
少
付
定
家
本
伺
為
家
本
に
劣
る
。

例
え
ば
「
き
乙

江
」

は
「
き
こ
え
」

と
書
い
で
あ
る
な
ど。

し
か
し、

こ
の
僻
案
の
次
に、

和

歌
会
作
法
な
る
も
の
が
あ
る
。

乙
れ
は
着
座
の
次
第、

講
師
の
歌
の
詠
み
方、

題
目
の
番
様、

和
歌
書
様
な
ど
の
項
目
に
分
け
て
記
し
て
あ
り、

和
歌
番
様
は

仮
名
遣
の
乙
と
で
な
く
和
歌
手』
三
行
に
分
け
て
書
く
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
あ

る
。

そ
し
て
末
尾
に、
「
本
云

治
承
二
年
五
月
八
日
書
之
」

と
あ
る
。

治
承
二
年
と
は
定
家
の
十
七
才
の
年
に
あ
た
る
。

そ
の
年
三
月
十
五
日
に、

は
じ
め
て
定
家
は
「
加
茂
別
雷
社
歌
会」

に
三
首
入
選
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く

そ
の
入
選
の
頃
か
ら
定
家
は
歌
の
勉
強
に
力
を
注
い
だ
の
で
あ
ろ
う。

そ
乙
で

父
俊
成
か
ら
和
歌
会
の
作
法
を
習
い、

そ
の
次
第
な
ど
を
書
き
と
め
て
学
習
し

た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
和
歌
会
作
法
」

に
は、

和
歌
を
三
行
に
分
け
て

書
く
と
い
う
よ
う
な
点
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
が、

和
歌
そ
の
も
の
を
文
字
で
ど

う
書
く
か
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

そ
と
で、

そ
の
後
に
お
い
て、

和
歌
を
書
く

文
字
の
用
法
を
一

定
し
た
い
と
定
家
が
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

乙
の
本
の
「
和
歌
会
作
法」

の
前
半
に
は
「
僻
案
」

が
A口
綴
し
で
あ
る
が、

和
歌
会
作
法
に
先
ん
じ
て
「
僻
案」

が
作
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。

何
故
な
ら、

僻
案
の
中
に
は、

父
俊
成
を
先
人
と
書
い
て
あ
る
か
ら
「
僻
案
」

は
俊
成
の
死

(
元
久
元
年)
、

つ

ま
り
定
家
四
十
三
歳
以
後
の
著
作
だ
か
ら
で

あ
る
。
「
僻

案
」

は
「
和
歌
会
作
法」

の
前
に、

後
に
な
っ
て
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同

九
条
家
本
(
東
大
国
語
研
究
室
所
蔵)

巻
子
一

巻。

詠
歌
大
概
の
つ
づ
き
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

題
策
の
「
僻
案」
と

い
う
文
字
は
無
い
。

定
家
本
の
欄
外
の
文
字
は
や
は
り
欄
外
に
書
い
て
あ
る。

定
家
本
の
本
文
の
中
の
書
込
み
は
適
当
な
場
所
κ
収
め
て
あ
る
。

定
家
本
の
袖

書
の
文
章
は
末
尾
に
収
め
て
あ
る
。

定
家
本
の
文
字
の
読
み
難
い
と
乙
ろ
を
誤

読
し
て
あ
る
箇
所
が
二
三
箇
所
あ
る
。

為
家
本
と
同
じ
く
「
と
へ
問
答

乙
た
へ

て

お
も
へ
ば
」

の
三
語
が
あ
る
。

な
お
九
条
家
本
で
は、
定
家
本
の
「
江
」

の

位
置
が
置
き
か
え
て
あ
り、

ま
た
「
き
と
江
」

の
位
置
が
変
り、
「
え
」
の
項
に

追
込
ま
れ
て
い
る
。

た
だ、
「
き
と
江
」

と
い

う
字
形
だ
け
が
旧
を
保
っ
て
い

る
。

ζ
れ
は、

九
条
本
が
定
家
の
原
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う。
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@

了
俊
正
徹
本

近
衛
予
楽
院
が
正
徹
自
筆
の
本
か
ら
書
写
し
た
由
が
奥
書
に
あ
る。

そ
れ
以

前
に
今
川
了
俊
が
一

度
九
州
で
紛
失
し
た
も
の
を、

改
め
て
写
し
た
も
の
で
あ

る
乙
と
も
書
い
て
あ
る。

書
写
の
態
度
は
厳
密
で
な
い
。
「
き
こ
え
」

と
書
き、

「
と
へ

乙
た
へ

お
も
へ
ば
」

の
三
語
が
あ
る。

乙
れ
ら
の
諸
本
に
よ
っ
て、

下
宮
集
な
る
本
は
定
家
自
身
は
「
僻
案
」

と
名

づ
け
て
い
た
と
と
が
推
測
で
き
る。

下
官
集
は
「
僻
案
」

と
呼
ぶ
の
が、

そ
の

古
称
に
戻
す
ζ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。

ま
た、

定
家
が
「
人
不
用、

又
不
可

用
也
」

と
書
い
て
い
る
と
と
も
仮
名
遺
の
起
源
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
諸
本
の
中
で
は、

近
衛
三
薮
院
臨
模
本
が
最
も
定
家
自
筆
に
近
い

と
判
断
さ
れ
る
が、

そ
れ
に
は
「
と
へ

と
た
へ

お
も
へ
ば
」

の
一

行
が
脱

落
し
て
い
る
ら
し
い
。

三

定
家
の
仮
名
遣
の
成
立
期

定
家
は
寿
永
元
年
八
月、

二
十
一

歳
の
と
き
に、
「
入
道
大
納
言
資
賢
卿
集」

、

を
家
人
に
書
写
さ
せ
た
。

現
在
そ
の
所
在
が
明
瞭
で
な
い
た
め
に、

私
は
そ
の

う
ち
の
二
葉
の
写
真
し
か
見
る
と
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
そ
れ
は、

歌
の
部

分
を
家
人
に
写
さ
せ、

題
詞
を
自
身
で
補
入
し
た
も
の
で
あ
る。

(
定
家
は
こ

う
い
う
書
写
の
仕
方
を
し
ば
し
ぼ
し
て
い
る。

金
棟
集
で
も、

家
の
少
女
に
本

文
を
書
写
さ
せ
題
詞
だ
け
自
分
で
書
写
し
て
い
る。

乙
れ
は
題
詞
に
は
漢
字
が

あ
っ
て、

女
子
は
漢
字
が
巧
み
に
書
け
な
い
か
ら
で
あ
る。)

「
入
道
大
納
言
資
賢
卿
集
」

は
全
部
あ
っ
て
も
紙
数
五
枚
の
小
さ
い
も
の
で、

現
在
私
の
見
う
る
写
真
の

題
詞
の
部
分
に
仮
名
遣
に
関
係
あ
る
も
の
が
次
の
三

例
だ
け
存
在
す
る。

「
お
な
し
こ
ろ
源
三
位
頼
政
入
道
の
許
へ

申
っ
か
は
し
」

「
な
げ
く
事
侍
し
時
か
さ
き
の
少
将
入
道
延
俊
申
を
く
ら
れ
た
り
し
」

「
或
女
房
の
許
よ
り
を
く
ら
れ
た
り
し
」

と
れ
は、

僅
か
三
例
で
あ
る
が、

す
べ
て
定
家
流
の
仮
名
遣
に
明
確
に
一

致

し
て
い
る。

乙
れ
に
よ
っ
て
推
測
す
る
な
ら
ば、

定
家
は
二
十
一

歳
の
と
き
に

は、

定
家
流
の
仮
名
遣
を
確
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る。

前
稿
に
お
い
て
私
は

熊
野
御
幸
記、

金
梯
和
歌
集
を
資
料
に、
(
前
者
は
四
十
歳、
後
者
は
五
十
一

歳

の
筆
蹟)

定
家
の
仮
名
遺
の
成
立
を
推
測
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
が、

す
で
に

二
十
一

歳
の
定
家
は、

仮
名
遣
を
確
立
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る。
(
前

稿
を
書
い
た
際
に
も、

こ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が、

あ
ま
り
に
資
料
が
少
な

い
の
で
控
え
て
い
た
。

し
か
し
今
日
も
依
然
と
し
て、

入
道
大
納
言
資
賢
卿
集

の
全
文
を
実
物
で
見
る
を
得
な
い
の
で、

現
在
の
状
況
を
発
表
し
て
お
く
こ
と

と
す
る
。)

定
家
が
二
十
一

歳
で
仮
名
遣
を
確
立
し
て
い
る
と
す
る
と、

次
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る。

先
に
下
官
集
の
諸
本
で
見
た
よ
う
に、

為
相
本
の
「
僻
案
」

の
後

に、
「
和
歌
会
作
法」

が
合
綴
さ
れ
て
お
り、
そ
れ
は
定
家
十
七
歳
の
年
の
書
写

で
あ
る。

定
家
は
そ
の
年
は
じ
め
て
「
賀
茂
別
雷
社
歌
会」

に
三
首
入
選
し
た

の
で、
大
い
に
歌
の
勉
強
を
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う。

た
だ
し、
「
和
歌
会
作
法」

に
は
言
葉
の
一

字
一

字
の
仮
名
の
遣
い
方
に
つ

い
て
は
書
い
て
な
い
。

そ
と

で
定
家
は、

そ
の
後
二
十
一

歳
ま
で
の
聞
に、

定
家
の
考
え
で、

仮
名
遣
を
定

め
た
の
で
あ
ろ
う。

そ
れ
は、

下
官
集
に
重
ね
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に、
定
家

独
自
の
考
え
に
よ
る
も
の
で、

誰
に
も
教
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う。

し
か
し、

そ
の
決
定
に
あ
た
っ

て
は、

「
当
世
之
人
所
書
文
字
之
狼
落、

過
子

古
人
之
所
用
来、

心
中
恨
之」

と
い
う
気
持
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し、

ま
た、

ど
と
ま
で
も、

一

人
で
決
定
し
た
の
で

は
な

く、

「
旧
草
子
可
見
之」

と
あ
る

よ
う
に、

自
分
以
前
の
何
か
の
書
物
に
そ
の
根
拠
を
求
め
た
に
相
違
な
い
。

私

は
そ
の
書
物
の
一

つ
に、

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
を
擬
し
た
の
で
あ
る。

色
葉
字
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類
抄
は、

本
来
は
国
語
を
漢
字
で
書
く
た
め
の
字
書
で
あ
る
が、

字
書
と
い
う

も
の
は、

そ
の
目
的
が
本
質
的
に
表
記
の
た
め
の
典
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
か

ら、

仮
名
表
記
の
原
則
に
関
し
て
も
乙
れ
に
何
か
の
示
唆
を
得
る
乙
と
は、

あ

り
う
る
ζ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た、

字
書
を
草
子
と
い
っ
た
例
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
に
な
る
が、

草
子

と
は
も
と
も
と
冊
子
で
あ
り、

冊
子
は
巻
子
に
対
し
て、

綴
じ
た
も
の
を
い
う

語
で
あ
る
か
ら、

草
子
が、

色
葉
字
類
抄
の
ど
と
き、

冊
子
本
の
字
書
を
指
す

乙
と
は、

考
え
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。

色
葉
字
類
抄
は、

於
の
部、

遠
の
部
の
分
類
に
あ
た
っ
て
オ
平
声、

ヲ
上
声

と
し
て
ほ
と
ん
ど
例
外
が
な
い
。

し
か
し、

そ
れ
以
外
の
部
分
に
見
る
オ
ヲ
の

使
い
方
で
は、

必
ず
し
も
オ
平
声、
ヲ
上
声
の
別
を
守
っ
て
い
な
い
。

従
っ
て、

定
家
仮
名
遣
の
オ
と
ヲ
と
の
区
別
の
原
理
を、

色
葉
字
類
抄
に
求
め
た
も
の
と

{
注
l)

見
る
と
と
は
で
き
な
い
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
(
乙
ま
つ
ひ
で
お
氏)

前
稿
を
奮
い
た
と
き、

於
遠
の
部
立
て
の
外
に
あ
る
例
外
に
つ
い
て
私
は
そ

の
事
実
を
知
っ
て
い
た
。

し
か
し、

そ
の
事
実
が
あ
っ
て
も、

定
家
が
「
お
」

「
を
」

の
使
い
分
け
を
ア
ク
セ
ン
ト
の
平
声、

上
声
の
差
に
求
め
て
区
別
し
て

行
く
と
い
う
原
則
の
確
立
に
あ
た
っ
て、

色
葉
字
類
抄
ま
た
は
そ
の
系
統
の
字

書
の
於
遠
の
部
立
て
の
区
分
の
原
理
に
示
唆
を
得
た

ろ
う
と

推
定
を
下
す
に

は、

そ
れ
は
何
の
障
害
に
な
る
と
も
考
え
な
か
っ
た
し、

現
在
も
考
え
な
い
。

私
は、

定
家
の
仮
名
遣
原
則
が
何
に
よ
っ
た
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

し
か
し、

現
在
ま
で
知
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
は、

色
葉
字
類
抄
ま
た
は

そ
の
系
統
の
字
書
に
そ
の
示
唆
を
得
た
ろ
う
と
す
る
見
解
は、

蓋
然
性
の一
角
い

も
の
で
あ
る
と
思
う。

定
家
は
「
旧
草
子
可
見
之
」

と
書
い
て
い
る
か
ら、

何

か
書
か
れ
た
冊
子
本
を
根
拠
に
し
て
い
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

二
十
一

才

以
前
の
弱
年
の
定
家
が、

全
く
独
自
に、

何
の
文
献
に
も
よ
ら
ず、

オ
平
声、

ヲ
上
声
と
い
う
原
則
を
立
て
る
こ
と
は、

お
そ
ら
く
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う。

そ

し
て、

当
時
の
イ
ロ
ハ

歌
の
と
な
え
方
だ
け
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
ζ
と
も
困

難
と
思
う。

自
分
の
考
え
で
何
か
の
文
献
に
よ
っ
た
と
見
る
の
が
下
官
集
の
記

事
の
適
切
な
読
み
方
で
あ
ろ
う。

そ
の
よ
う
な

推
定
を
下
す
た
め
に
も、

「
入
道
大
納
言
資
賢
卿
築
」

の

存
在

は、

か
な
り
大
切
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る。

そ
乙
で
そ
の
二
枚
の
写
真

を
編
集
部
に
願
っ
て
乙
乙
に
掲
げ
て
お
く
と
と
と
し
た
。

(注1)
ζ
まつ
ひ
で
お
「三
巻
本
『色
薬
字
類
抄』
に
お
け
る「ヲ」「オ」

の
分
布
と
その
分
析」
(国
語
学印)

(
附
記)
時
枝
誠
記
先
生の
逝
去に
あた
り、
追
悼
論
文と
し
て、
か
か

る
主
題の
稿を
寄せ
る
所
以
を
記
し
て
お
く。
仮
名遣
研
究は、
故
橋
本

進
吉
先
生の
終
生
大
き
な
関心
を
寄せ
ら
れ
た
主
題で
あ
り、
また、
時

枝
誠
記
先
生の
論
文
「契
沖の
文
献
学の
発
展
と
仮
名遣
説の
成
長
及
び

その
交
渉につ
い
て」
(日
本
文
学論
宙開
所
収)
も
仮
名遣
研
究
史上
逸
す

べ
か
ら
ざ
る
論
考で
あ
る。
そ
れ
ゆ
え
筆
者が
国
語
学の
徒
と
し
て
生
き

る
に
際し
て、
大
き
な
教
導
を
賜
わっ
た
二
先
生に
関
係
あ
る
主
題と
し

て、
かつ
また、
筆
者の
深い
関心
あ
る
論
題と
し
て
乙
と
に
仮
名遣の
問

題
を
選
ん
で、
小
稿を
草し
た
次
第で
あ
る。
・||
学
習
院
大
学
教
授
||
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